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大枝祭（合唱の部）、素晴らしいハーモニーと共に完結！！ 

 9月 11日（金）、「大枝祭合唱の部」が開催されました。雨が降ったり止んだりの曇り空の中、その雲が吹っ飛ぶくらい、素晴

らしい各学年、吹奏楽部の発表が続き、大成功で幕を閉じたのではないでしょうか。 

 本番2日前のリハーサルの日のこと、先生は正直、「本当に大丈夫だろうか？」、「どんな本番になるのか？」と、少し不安に

なりました。だから、体育館の練習で、「3年生は 1・2年生に見本となるような姿を！」とよく言われますが、それ以前に、「同じ

学年やクラスの仲間と、自分たちのパフォーマンスに感動できるようにしてほしい！」と伝えました。不安と期待が半々の中で

迎えた本番。みんなには「とんでもないパワーがある！」と信じていた通りの姿がそこにはありました。 

 学年合唱の「手紙」も各クラスの合唱も、涙なしでは聞けなかったです。本当に幸せな時間をありがとう。リハーサルの日に、

しっかりしなさいと言いっぱなしも嫌なので、少しだけ感想を書いておきます。 

 2組、まずは金賞おめでとう。3年生での金賞は格別なものと思います。持ち前のパワー溢れる 2組らしい合唱だったなと思

います。ただし、これからは周りから金賞を獲ったクラスとして見られます。これからの「大枝祭体育の部」や「受験」も率先して

引っ張る姿に期待しています！ 

 １・5組、銀賞の発表に喜ぶのではなく、悔しさが溢れる姿が印象的でした。練習で苦しんでいた出力が必要なパートもメリ

ハリがあって素晴らしかったです。今回の合唱で得た、力強さがどのように伸びていくのか楽しみです。今回の悔しさは、「大

枝祭体育の部」や「受験」で晴らしてください！ 

 １・3組、先生もこの曲に取り組んだことがあって楽譜や曲調を知っているからこそ、本番まで正直、1番心配でした。しかし、

本番のパフォーマンスは“驚き”の一言でした。本当に“衝撃”をもらった合唱でした。結果は賞の獲得には届かなかったかもし

れませんが、忘れてほしくないことがあります。3年生のトップバッターという大きなプレッシャーに立ち向かったということです。

君たちの合唱が、確実にホールの雰囲気を変え、3年生のコンクールのレベルを上げたことは間違いありません。そこに自信

を持って、この先の「大枝祭体育の部」や「受験」に向かっていってくださいね！ 

１・4組、何回聴いても、この曲は本当に難しい。まず、そんな高い壁に仲間のみんなと立ち向かえてことに自信を持ってほ

しいです。見せ場の、ソロ前の一番盛り上がっていく部分は素晴らしく響き渡っていましたよ。そして君たちは、もう 1つの高い壁

を超えています。コンクールとしての「大トリ」を飾ったことです。3年生の発表が 1つ終わるたびに、上がっていく緊張感。すぐ

前に座っていた先生にひしひしと伝わってきました。そんなプレッシャーに押しつぶされそうになりながらも、仲間と声を掛け合い

ながら、自分たちの力を最大限に発揮した姿に感激です。高い壁に挑戦し、強くなった君たちの、この先の「大枝祭体育の部」

や「受験」での姿が楽しみです！ 

 どのクラスが欠けても、成功にはならなかったと思います。そのくらい、高いレベルで、力を出し切れた合唱だったのではない

でしょうか。 

進路だよりなので、最後に進路っぽい一言を・・・。本番や本番までの過程などの経験が、君たちの人生において何かのき

っかけになればと思います。“感動”と“衝撃”を本当にありがとう！！ 

 

第 2回進路希望調査最終締切、「明日」に迫る！！ 

 合唱の部でのやり切った気持ち、嬉しさ、悔しさと色々な感情の余韻がまだ残っているところとは思いますが、第 2回進路希

望調査の最終提出締切が明日に迫ってきました。また、今回の進路希望調査には明記しましたが、期限は、「朝学活」までで

す。先週の間に、下書きの状態で担任の先生方にチェックをしてもらっているかと思います。きちんと、ボールペンで清書した

状態で朝学活の時に提出してください。期限の厳守、よろしくお願いします。信じていますよ！ 
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